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ヒッタイトヒッタイトヒッタイトヒッタイト以前以前以前以前にににに遡遡遡遡るるるる人工鉄人工鉄人工鉄人工鉄がががが西西西西アジア・アジア・アジア・アジア・地中海沿岸域地中海沿岸域地中海沿岸域地中海沿岸域でぞくぞくでぞくぞくでぞくぞくでぞくぞく発見発見発見発見されているされているされているされている

このこのこのこの最古最古最古最古のののの製錬製錬製錬製錬でででで生産生産生産生産されたされたされたされた人工鉄人工鉄人工鉄人工鉄をどうをどうをどうをどう考考考考えるか・・・・えるか・・・・えるか・・・・えるか・・・・

従来の定説従来の定説従来の定説従来の定説従来の定説従来の定説従来の定説従来の定説
BC15世紀頃世紀頃世紀頃世紀頃 トルコアナトリア高原に王国を築いたヒッタイトが鉄製錬による人工トルコアナトリア高原に王国を築いたヒッタイトが鉄製錬による人工トルコアナトリア高原に王国を築いたヒッタイトが鉄製錬による人工トルコアナトリア高原に王国を築いたヒッタイトが鉄製錬による人工

鉄を製造。鉄を製造。鉄を製造。鉄を製造。 その製造法の流出を堅く禁止し、独占。その製造法の流出を堅く禁止し、独占。その製造法の流出を堅く禁止し、独占。その製造法の流出を堅く禁止し、独占。BC12世紀頃世紀頃世紀頃世紀頃 ヒッタイトの滅ヒッタイトの滅ヒッタイトの滅ヒッタイトの滅

亡により、この製鉄技術が四方に流出し、鉄器時代が拡散していった。亡により、この製鉄技術が四方に流出し、鉄器時代が拡散していった。亡により、この製鉄技術が四方に流出し、鉄器時代が拡散していった。亡により、この製鉄技術が四方に流出し、鉄器時代が拡散していった。

最近の西アジアの発掘調査から最近の西アジアの発掘調査から最近の西アジアの発掘調査から最近の西アジアの発掘調査から最近の西アジアの発掘調査から最近の西アジアの発掘調査から最近の西アジアの発掘調査から最近の西アジアの発掘調査から、

ヒッタイトと同時代もしくはヒッタイト以前の時代にヒッタイトと同時代もしくはヒッタイト以前の時代にヒッタイトと同時代もしくはヒッタイト以前の時代にヒッタイトと同時代もしくはヒッタイト以前の時代にヒッタイトと同時代もしくはヒッタイト以前の時代にヒッタイトと同時代もしくはヒッタイト以前の時代にヒッタイトと同時代もしくはヒッタイト以前の時代にヒッタイトと同時代もしくはヒッタイト以前の時代に アナトリア高原ばかりでなく、アナトリア高原ばかりでなく、アナトリア高原ばかりでなく、アナトリア高原ばかりでなく、アナトリア高原ばかりでなく、アナトリア高原ばかりでなく、アナトリア高原ばかりでなく、アナトリア高原ばかりでなく、

地中海に面した西アジアのパレスシナや地中海のキプロスなど、青銅器交易の地中海に面した西アジアのパレスシナや地中海のキプロスなど、青銅器交易の地中海に面した西アジアのパレスシナや地中海のキプロスなど、青銅器交易の地中海に面した西アジアのパレスシナや地中海のキプロスなど、青銅器交易の地中海に面した西アジアのパレスシナや地中海のキプロスなど、青銅器交易の地中海に面した西アジアのパレスシナや地中海のキプロスなど、青銅器交易の地中海に面した西アジアのパレスシナや地中海のキプロスなど、青銅器交易の地中海に面した西アジアのパレスシナや地中海のキプロスなど、青銅器交易の

中心地から続々人工鉄が出土中心地から続々人工鉄が出土中心地から続々人工鉄が出土中心地から続々人工鉄が出土中心地から続々人工鉄が出土中心地から続々人工鉄が出土中心地から続々人工鉄が出土中心地から続々人工鉄が出土



ヒッタイトヒッタイトヒッタイトヒッタイト王国滅亡前王国滅亡前王国滅亡前王国滅亡前ヒッタイトヒッタイトヒッタイトヒッタイト王国滅亡前王国滅亡前王国滅亡前王国滅亡前 : : 西西西西アジアアジアアジアアジア出土鉄器分布出土鉄器分布出土鉄器分布出土鉄器分布西西西西アジアアジアアジアアジア出土鉄器分布出土鉄器分布出土鉄器分布出土鉄器分布



ヒッタイトヒッタイトヒッタイトヒッタイト王国滅亡後王国滅亡後王国滅亡後王国滅亡後ヒッタイトヒッタイトヒッタイトヒッタイト王国滅亡後王国滅亡後王国滅亡後王国滅亡後 : : 西西西西アジアアジアアジアアジア出土鉄器分布出土鉄器分布出土鉄器分布出土鉄器分布西西西西アジアアジアアジアアジア出土鉄器分布出土鉄器分布出土鉄器分布出土鉄器分布







自然銅の採取から銅製錬の開始へ自然銅の採取から銅製錬の開始へ自然銅の採取から銅製錬の開始へ自然銅の採取から銅製錬の開始へ 銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽

村上恭通愛媛大東アジア古代鉄研究所長報告より村上恭通愛媛大東アジア古代鉄研究所長報告より 抜粋抜粋



鉄の起源論鉄の起源論鉄の起源論鉄の起源論鉄の起源論鉄の起源論鉄の起源論鉄の起源論 「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説

村上恭通愛媛大東アジア古代鉄研究所長ら村上恭通愛媛大東アジア古代鉄研究所長ら



自然銅の採取から銅製錬の開始へ自然銅の採取から銅製錬の開始へ自然銅の採取から銅製錬の開始へ自然銅の採取から銅製錬の開始へ 銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽銅製錬過程での鉄器製錬技術の萌芽

村上恭通愛媛大東アジア古代鉄研究所長報告より村上恭通愛媛大東アジア古代鉄研究所長報告より 抜粋抜粋

BC5000～BC3000年 ヨルダンのシクミムなど地中海に面した西アジアで銅製錬 が始まり、

その後、銅製錬技術は中近東・黒海南岸地域を介して東ヨーロッパへ拡散

その拡散過程でブルガリアのバルナ文化のような鍛造銅器文化も生まれる

◎

◎

◎

アナトリア高原でヒッタイトが栄える時代やそれ以前に地中海に面したパレスアナトリア高原でヒッタイトが栄える時代やそれ以前に地中海に面したパレス
シナや地中海のキプロスなど銅の中心地シナや地中海のキプロスなど銅の中心地((銅器生産・交易銅器生産・交易))で小鉄塊・鉄滓・で小鉄塊・鉄滓・

鉄製装身具が出土している鉄製装身具が出土している BC2000～BC13000

これらの地域で出土する鉄器は装身具・ナイフがほとんどで 実用鉄器はみられない





鉄の登場鉄の登場鉄の登場鉄の登場 副産物から主役へ副産物から主役へ副産物から主役へ副産物から主役へ

銅で最初自然銅が利用されたのと同様に鉄の利用も最初は隕鉄であるが、隕鉄の枯渇銅で最初自然銅が利用されたのと同様に鉄の利用も最初は隕鉄であるが、隕鉄の枯渇銅で最初自然銅が利用されたのと同様に鉄の利用も最初は隕鉄であるが、隕鉄の枯渇銅で最初自然銅が利用されたのと同様に鉄の利用も最初は隕鉄であるが、隕鉄の枯渇銅で最初自然銅が利用されたのと同様に鉄の利用も最初は隕鉄であるが、隕鉄の枯渇銅で最初自然銅が利用されたのと同様に鉄の利用も最初は隕鉄であるが、隕鉄の枯渇銅で最初自然銅が利用されたのと同様に鉄の利用も最初は隕鉄であるが、隕鉄の枯渇銅で最初自然銅が利用されたのと同様に鉄の利用も最初は隕鉄であるが、隕鉄の枯渇

とともにとともにとともにとともにとともにとともにとともにとともに 紀元前紀元前紀元前紀元前紀元前紀元前紀元前紀元前30003000年頃から鉄製錬が始まったと見られるが、その内容は複雑である。年頃から鉄製錬が始まったと見られるが、その内容は複雑である。年頃から鉄製錬が始まったと見られるが、その内容は複雑である。年頃から鉄製錬が始まったと見られるが、その内容は複雑である。年頃から鉄製錬が始まったと見られるが、その内容は複雑である。年頃から鉄製錬が始まったと見られるが、その内容は複雑である。年頃から鉄製錬が始まったと見られるが、その内容は複雑である。年頃から鉄製錬が始まったと見られるが、その内容は複雑である。

BC3000BC3000年以降増加する人工鉄年以降増加する人工鉄年以降増加する人工鉄年以降増加する人工鉄年以降増加する人工鉄年以降増加する人工鉄年以降増加する人工鉄年以降増加する人工鉄((製錬鉄製錬鉄製錬鉄製錬鉄製錬鉄製錬鉄製錬鉄製錬鉄))は意識的に鉱石から製錬されたものなのかは意識的に鉱石から製錬されたものなのかは意識的に鉱石から製錬されたものなのかは意識的に鉱石から製錬されたものなのかは意識的に鉱石から製錬されたものなのかは意識的に鉱石から製錬されたものなのかは意識的に鉱石から製錬されたものなのかは意識的に鉱石から製錬されたものなのか??????

これら西アジアで初期出土する人工鉄これら西アジアで初期出土する人工鉄((製錬鉄製錬鉄))の出土地は銅生産の中心地と重なっている。の出土地は銅生産の中心地と重なっている。

これが意味するものこれが意味するもの「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説「銅製錬の副産物として製錬鉄が得られた」との仮説を村上恭通愛媛を村上恭通愛媛

大東アジア古代鉄研究所長らは提案する大東アジア古代鉄研究所長らは提案する

また、古代オリエント博物館研究員また、古代オリエント博物館研究員 津本英利氏も「西アジアにおける初期鉄器研究史」報告で、津本英利氏も「西アジアにおける初期鉄器研究史」報告で、

「最近の西アジアでの初期人工鉄の出現状況から、人工鉄の出現・伝播はヒッタイトによるというより、「最近の西アジアでの初期人工鉄の出現状況から、人工鉄の出現・伝播はヒッタイトによるというより、

むしろ青銅器の普及・伝播に何らかの不都合が生じたことによると考えるべきむしろ青銅器の普及・伝播に何らかの不都合が生じたことによると考えるべき 」と報告された。」と報告された。



http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf

【和鉄の道・Iron Road】

金属にも「水」と「油」がある金属にも「水」と「油」がある金属にも「水」と「油」がある金属にも「水」と「油」がある 「銅」と「鉄」の二相分離「銅」と「鉄」の二相分離「銅」と「鉄」の二相分離「銅」と「鉄」の二相分離 2014.8.1. By Mutsu Nakanishi より



【和鉄の道・Iron Road】

金属にも「水」と「油」がある金属にも「水」と「油」がある金属にも「水」と「油」がある金属にも「水」と「油」がある 「銅」と「鉄」の二相分離「銅」と「鉄」の二相分離「銅」と「鉄」の二相分離「銅」と「鉄」の二相分離 2014.8.1. By Mutsu Nakanishi より
http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf





旧約聖書に「ヒッタイトの鉄」についての記述があると聞く旧約聖書に「ヒッタイトの鉄」についての記述があると聞く旧約聖書に「ヒッタイトの鉄」についての記述があると聞く旧約聖書に「ヒッタイトの鉄」についての記述があると聞く旧約聖書に「ヒッタイトの鉄」についての記述があると聞く旧約聖書に「ヒッタイトの鉄」についての記述があると聞く旧約聖書に「ヒッタイトの鉄」についての記述があると聞く旧約聖書に「ヒッタイトの鉄」についての記述があると聞く
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と広く流布されるようになった一つの記述???

旧約聖書 サムエル記 １３章19節

さて、イスラエルにはどこにも鍛冶屋がいなかった。

ヘブライ人に剣や槍を作らせてはいけないとペリシテ人が考えたからである。

それで、イスラエルの人が鋤や鍬や斧や鎌を研いでもらうためには、ペリシテ

人のところへ下るほかなかった。鋤や鍬や三つまたの矛や斧の研ぎ料、突き

棒の修理料は一ピムであった。

こうゆうわけで、戦いの日にも、サウルと

ヨナタンの指揮下の兵士はだれも剣や

槍を手にしていなかった。持っているのは

サウルと その子ヨナタンだけだった。

赤：ヒッタイト帝国の最大勢力圏

緑：古代エジプトの勢力圏

注 ペリシテ人はヒッタイトを ?
滅ぼした海の民といわれる。

鉄器を持ち、その後 パレス

チナに住み、イスラエル民族

を圧迫したといわれる。

ヒッタイトの戦車
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